
説解

M
M
T
は
信
頼
で
き
る
か

コ
ロ
ナ
禍
の
経
済
社
会
の
変
化
と
財
政
の
「
新
た
な
見
解
」

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
禍
で
の
経
済
社
会
の
変
化
に
伴
い
、
国
の
財
政
に
対
す
る
見
方
も
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
た
が
、
財

政
の
分
野
で
は
「
新
た
な
見
解
」
と
し
て
現
代
貨
幣
理
論
(
M
M
T
)
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
自
民
党
内
に
も
こ
の
理
論

を
担
ぐ
研
究
会
が
設
立
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
の
理
論
は
、
ワ
イ
ズ
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
(
賢
い
支
出
)
、
イ
ン
フ
レ
へ
の
対
応
、

国
家
へ
の
信
認
と
い
う
三
っ
の
観
点
か
ら
大
き
な
問
題
点
を
抱
え
て
お
り
、
信
頼
で
き
る
理
論
と
は
言
え
な
い
。
岸
田
文

雄
首
相
の
掲
げ
る
「
新
し
い
資
本
主
義
」
の
議
論
で
は
、
財
政
に
つ
い
て
地
道
に
『
受
益
」
と
「
負
担
」
の
問
題
の
議
論

を
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

ー
、
全
世
界
に
広
が
る
所
得
資
産
格
差

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
^
世

界
的
流
行
)
の
中
で
世
界
の
経
済
社
会
は

大
き
く
変
わ
り
つ
つ
ぁ
る
。
最
大
の
変
化

は
、
全
世
界
に
広
が
る
所
得
・
資
産
格
差

の
拡
大
だ
。

こ
の
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、

人
工
知
能
(
A
1
)
や
デ
ジ
タ
ル
経
済
の

発
達
に
ょ
る
労
働
分
配
率
の
偏
り
で
、
コ

ロ
ナ
禍
は
そ
れ
を
加
速
し
て
い
る
。
富
は

ア
イ
デ
ア
や
資
本
の
出
し
手
、
さ
ら
に
は

そ
れ
を
活
用
す
る
優
れ
た
経
営
者
に
集
中

す
る
。
そ
の
一
方
で
、
ネ
ッ
ト
上
の
プ
ラ

ツ
ト
フ
ォ
ー
ム
(
典
通
基
盤
)
を
介
し
て

広
が
る
ギ
グ
ワ
ー
カ
ー
(
単
発
の
契
約
で

労
務
や
ス
キ
ル
を
提
供
し
て
所
得
を
得
る

者
)
の
増
加
、
ギ
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
拡
大

が
生
じ
た
彼
ら
は
、
新
た
な
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
と
し
て
期
待
さ
れ
る
一
方
、
所
得

が
不
安
'
否
、
労
働
法
制
上
の
労
働
者
に

当
た
ら
ず
個
人
事
業
者
な
の
で
、
労
働
者

東
京
財
団
政
策
研
究
所
研
究
主
幹

水
符
茂
樹

も
り
の
ぷ
・
し
げ
き
京
火
法
卒
袷

年
大
蔵
省
(
現
財
務
名
)
人
省
主
税

刷
総
務
課
長
財
務
名
財
務
雙
口
政

策
研
究
所
長
な
と
を
絲
て
那
年
か
ら

^
^
。
^
^
に
「
^
で
日
^
は
よ
み
か

え
る
」
(
日
本
経
済
新
剛
出
版
社
)
、

コ
ブ
ジ
タ
ル
吹
鉾
と
税
L
(
岡
)
、
「
日
本

の
税
制
何
が
問
題
か
」
(
岩
波
書

・
占
)
な
と

と
同
じ
よ
う
な
働
き
方
を
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
一
雇
用
保
険
や
労
災
な
ど
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
(
{
女
全
網
)
か
ら

抜
け
落
ち
る
こ
と
に
な
る
。

イ
ス
ラ
エ
ル
の
哲
学
者
ユ
ヴ
ァ
ル
・
ノ

ア
・
ハ
ラ
リ
氏
は
「
ホ
モ
・
デ
ウ
ス
」
(
河

出
書
房
新
社
)
の
中
で
、
「
A
1
の
発
達

に
伴
い
、
人
間
を
単
な
る
デ
ー
タ
の
集
合

体
と
み
る
デ
ー
タ
至
上
主
義
が
台
頭
し
て
、

ア
ル
ゴ
リ
ス
ム
が
わ
れ
わ
れ
を
支
配
す
る

よ
う
な
時
代
が
や
っ
て
く
る
。
そ
の
よ
う

4

な
社
会
で
は
、
ア
ッ
フ
グ
レ
ー
ド
さ
れ
た

小
ノ
数
の
特
権
エ
リ
ー
ト
階
級
が
生
ま
れ
、

残
り
の
大
部
の
者
は
彼
ら
に
支
配
さ
れ
た

劣
等
力
ー
ス
ト
に
な
る
。
そ
し
て
自
由
王

義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
基
盤
が
崩
壊
大

し
ゆ
.
つ
え
ん

衆
の
時
代
か
拶
t
果
て
し
な
い
格
差
社

会
が
出
現
す
る
。
人
問
は
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

に
支
配
さ
れ
た
デ
ー
タ
に
代
わ
っ
て
い
き
、

士
塊
の
よ
う
に
流
さ
れ
て
い
く
存
在
に
な

る
」
と
予
想
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
所
得
・
資
産
格
差
の
拡
大

に
対
し
て
、
欧
州
で
は
経
済
学
者
ト
マ

ピ
ケ
テ
ィ
氏
な
ど
か
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

＼ノ

レ
ベ
ル
で
の
資
産
税
・
財
産
税
の
導
入
が

提
唱
さ
れ
、
米
国
で
は
バ
イ
テ
ン
政
権
に

よ
る
一
畠
裕
層
へ
の
増
税
、
さ
ら
に
は
米
民

主
党
左
派
か
ら
の
資
産
税
の
提
言
な
ど
が
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あ
り
、
い
ず
れ
も
実
現
は
し
て
い
な
い
も

の
の
議
論
は
活
発
化
し
て
い
る
。

わ
が
国
で
も
中
間
層
の
二
極
化
が
進
み
、

申
告
所
得
が
1
億
円
を
超
え
る
と
税
負
担

割
合
が
軽
く
な
る
と
い
う
「
1
億
円
の
壁
」

の
原
因
で
あ
る
金
融
所
得
税
制
の
見
直
し

が
議
論
に
な
り
、
昨
年
暮
れ
の
税
制
改
正

で
は
先
送
り
さ
れ
た
が
、
今
年
は
大
き
な

議
論
に
発
展
す
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
A
1
や
デ
ジ
タ
ル
経
済
の
発
達

は
、
高
度
な
監
視
社
会
と
い
う
問
題
も
引

き
起
こ
し
た
。
中
国
で
は
、
個
人
の
支
払

い
履
歴
や
交
友
関
係
、
犯
罪
歴
な
ど
を
デ

ー
タ
化
し
て
点
数
化
し
信
用
ス
コ
ア
と
し

て
活
用
さ
れ
、
人
々
の
行
動
に
大
き
な
変

化
を
与
え
て
い
る
。

米
国
の
社
会
学
者
シ
ョ
シ
ャ
ナ
・
ズ
ボ

フ
氏
は
、
「
監
視
資
本
主
義
」
(
東
洋
経
済

新
報
社
)
の
中
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
大
幅
に

利
益
を
伸
ぱ
し
た
「
G
A
F
A
」
と
呼
ぱ

れ
る
巨
大
1
T
企
業
が
、
わ
れ
わ
れ
か
ら

過
剰
な
個
人
デ
ー
タ
を
収
集
し
超
過
収
益

を
上
げ
る
と
と
も
に
、
わ
れ
わ
れ
の
自
由

を
奪
っ
て
い
る
と
し
て
、
今
す
ぐ
戦
う
べ

き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。

れ
る前

者
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
企
業
は
市

場
原
理
の
下
で
競
争
す
る
主
体
で
、
国
家

は
公
共
財
を
提
供
す
る
主
体
と
区
分
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
役
割
の
前
提
で
政
策
が

講
じ
ら
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
問
題
、
気
候
変
動

問
題
へ
の
対
応
、
経
済
安
全
保
障
絡
み
の

半
導
体
問
題
と
い
っ
た
、
中
国
に
対
抗
す

る
技
術
の
獲
得
な
ど
の
課
題
に
対
し
て
、

国
家
が
前
面
に
立
っ
て
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を

と
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
た
。
半
導
体
受

託
製
造
で
世
界
最
大
手
の
T
S
M
C
 
公
口

湾
積
体
電
路
製
造
)
が
日
本
国
内
に
新
工

場
を
建
設
す
る
に
当
た
っ
て
、
国
家
が

巨
額
な
補
助
金
を
提
供
す
る
な
ど
、
こ

れ
ま
で
に
な
い
税
金
の
使
い
方
に
対
し

て
、
国
民
の
異
論
・
反
論
は
少
な
い
。

一
方
、
企
業
側
も
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
(
利
害
関
係
者
)
資
本
主
義
が
唱

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
の
進
化
と
も
い
え
、

1
9
7
0
年
代
高
度
成
長
下
の
「
日
本
株

式
会
社
」
と
は
異
な
り
、
コ
ロ
ナ
禍
や
ボ

ス
ト
コ
ロ
ナ
の
新
た
な
国
と
民
問
の
関
係

性
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

後
者
っ
ま
り
国
と
個
人
の
関
係
も
大

き
く
変
化
し
つ
つ
ぁ
る
。
そ
れ
は
、
国
民

の
国
に
対
す
る
期
待
の
変
化
で
あ
る
。
小

さ
な
政
府
を
志
向
す
る
新
自
由
主
義
的
な

経
済
政
策
へ
の
抵
抗
が
生
ま
れ
、
親
切
な

「
大
き
な
政
府
」
へ
の
期
待
が
生
じ
つ
っ

あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
国
家
は
こ
れ
ま
で

に
な
い
範
囲
で
国
民
の
生
活
を
保
障
し
責

任
を
負
う
よ
う
役
割
の
拡
大
を
余
儀
な
く

2
、
変
わ
る
国
家
と
の
関
係

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
国
と
<
止
業

国
と
個
人
の
関
係
に
大
き
な
変
化
が
見
ら

Ⅱ
巧
"

や
、
 
S
D
G
S
 
(
国
連
の
持
続
可
能
な

開
発
目
標
)
の
流
れ
の
中
で
、
環
境
や

人
権
な
ど
に
つ
い
て
も
経
営
に
組
み
込

ん
で
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

こ
れ
は
企
業
が
「
公
共
」
を
引
き
受
け

る
と
い
う
、
先
ほ
ど
と
は
逆
の
変
化
と

言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
変
化
は
「
国
と
企
業
の

さ
れ
た
。

わ
が
国
は
国
民
全
員
に
W
万
円
の
特
別

定
額
給
付
金
を
給
付
し
、
社
会
保
障
で
も

社
会
保
険
で
も
な
い
役
割
を
国
が
背
負
う

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
給
付
は
、
国
民
全

員
に
最
低
限
の
生
活
が
で
き
る
水
準
(
例

え
ぱ
毎
月
W
万
円
)
の
現
金
を
支
給
す
る

と
い
う
「
、
ペ
ー
シ
ッ
ク
ィ
ン
カ
ム
」
議
論

に
発
展
し
つ
つ
ぁ
る
。

わ
が
国
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、

「
財
政
」
に
対
す
る
「
新
た
な
見
解
」
が

も
て
は
や
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
き
っ

か
け
は
財
務
省
の
矢
野
康
治
事
務
次
官
の

「
財
務
次
官
、
モ
ノ
申
す
こ
の
ま
ま
で

ら
れ

株
主
至
上
主
義
か

ら
の

脱
却

<図表>債務残高の国際比較(対GDP比)
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は
国
家
は
破
綻
す
る
」
(
文
芸
春
秋

2
0
2
1
年
Ⅱ
月
号
)
と
い
う
論
文
だ
。

次
官
は
、
「
わ
が
国
の
財
政
赤
字
(
一
般

政
府
債
務
残
高
/
G
D
P
 
<
国
内
総
生

産
>
)
は
2
5
6
 
・
 
2
%
と
、
第
2
次
大

戦
直
後
の
状
態
を
超
え
て
過
去
最
悪
で
あ

り
、
ド
イ
ツ
の
朋
・
 
9
 
%
、
英
国
の

、

1
0
3
 
・
 
7
0
0
、
米
国
の
1
2
7
 
・
ー
%

な
ど
ど
の
先
進
国
よ
り
も
劣
悪
な
状
態
に

な
っ
て
い
る
」
と
い
う
認
識
の
下
で
、
昨

年
W
月
の
衆
院
選
に
お
け
る
各
党
の
公
約

が
「
、
ハ
ラ
マ
キ
合
戦
」
に
な
っ
て
い
る
こ

と
に
対
し
て
警
告
を
発
し
た
が
、
一
部
の

論
者
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
財
政
の
見
方
は

「
古
い
見
解
」
と
し
て
、
バ
ッ
シ
ン
グ
も

゛
、ノ

見
ら
れ
た
。

3
、
一
局
圧
経
済
論
と
M
M
T

財
政
に
対
す
る
新
た
な
見
解
と
称
さ
れ

る
も
の
は
M
M
T
に
基
づ
い
て
い
る
が
、

時
系
列
的
に
は
「
高
圧
経
済
論
」
か
ら
説

明
す
る
必
要
が
あ
る
。

高
圧
経
済
論
峡
国
内
需
要
が
供
給
を

上
回
る
状
況
を
つ
く
り
出
し
労
働
需
給
の

0
 
う
ぱ
く

逼
迫
や
マ
イ
ル
ド
な
イ
ン
フ
レ
を
も
た
ら

す
ま
で
財
政
拡
大
(
や
金
融
緩
和
)
を
継

続
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
考
え
方
で
あ

る
。
元
米
財
務
長
官
サ
マ
ー
ズ
氏
は
、
船

年
の
世
界
金
融
危
機
以
降
続
い
た
先
進
国

解
」
と
見
な
す
根
拠
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
こ
の
財
政
を
め
ぐ
る
新
・
旧
二

つ
の
見
解
が
、
政
治
の
世
界
に
も
影
響
を

及
ぽ
し
て
い
る
。
昨
年
末
自
民
党
内
に
、

「
財
政
政
策
検
討
本
部
」
(
本
部
長
・
西
田

昌
司
壽
員
議
員
)
と
「
財
政
健
全
化
推

進
本
部
」
(
本
部
長
・
額
賀
福
志
郎
元
財

務
相
)
の
二
つ
の
研
究
会
が
で
き
た
が
、

前
者
は
安
倍
晋
三
元
首
相
が
関
わ
り
、
後

者
は
岸
田
首
相
が
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
お

り
、
政
局
も
絡
ん
で
い
る
と
一
吾
わ
れ
て
い

る
。

経
済
の
低
成
長
低
イ
ン
フ
レ
、
低
金
利

の
状
態
を
長
期
停
滞
と
捉
え
、
そ
の
原
因

は
^
^
^
^
に
あ
り
、
こ
^
を
防
ぐ
に
は

積
極
財
政
、
と
り
わ
け
公
共
投
資
に
ょ
る

イ
ン
フ
ラ
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
玲
年
、
米
連
邦
準
備
制

度
理
事
会
(
F
R
B
)
の
イ
エ
レ
ン
議
長

(
当
時
)
は
、
「
高
圧
経
済
」
策
を
と
る
こ

と
で
、
大
き
な
需
要
が
生
ま
れ
、
企
業
は

投
資
に
積
極
的
に
な
り
生
産
性
も
上
が
り

雇
用
も
拡
大
労
働
市
場
が
タ
イ
ト
(
引

き
締
め
)
に
な
る
の
で
賃
金
も
上
昇
す
る

と
し
た
。
イ
エ
レ
ン
氏
は
れ
年
、
バ
イ
デ

ン
政
権
下
の
財
務
長
官
に
就
任
し
、
コ
ロ

ナ
禍
へ
の
対
応
と
し
て
巨
額
の
イ
ン
フ
ラ

投
資
や
大
規
模
な
子
育
て
支
援
な
ど
の
財

政
出
動
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

こ
の
考
え
方
と
親
和
性
が
高
い
の
が

M
M
T
で
あ
る
。
 
M
M
T
の
主
唱
者
の
一

人
で
あ
る
ニ
ユ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
の
ス

テ
フ
ァ
ニ
ー
・
ケ
ル
ト
ン
教
授
は
著
晝
財

政
赤
字
の
神
話
」
(
早
川
書
房
)
の
中
で
、

「
政
府
と
中
央
銀
行
の
勘
定
を
一
体
と
見

な
し
、
財
政
赤
字
拡
大
に
伴
う
国
債
の
増

発
分
は
、
そ
れ
に
見
合
う
国
民
の
資
産
増

加
額
と
な
る
」
と
い
う
考
え
方
の
下
、
「
公

的
債
務
は
将
来
世
代
の
負
担
に
は
な
ら
な

い
の
で
、
自
国
通
貨
を
発
行
す
る
権
限
の

あ
る
政
府
は
、
中
央
銀
行
が
財
政
赤
字
分

6

の
国
債
を
買
い
続
け
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、

財
政
赤
字
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
財
政
拡

大
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
、
「
慢

性
的
な
投
資
不
足
で
民
間
部
門
に
貯
蓄
余

剰
(
カ
ネ
余
り
)
が
あ
る
場
貪
こ
れ
を

埋
め
合
わ
せ
る
財
政
出
動
を
行
う
べ
き

だ
」
と
述
べ
て
い
る
。
積
極
財
政
の
歯
止

め
は
イ
ン
フ
レ
懸
念
で
、
「
イ
ン
フ
レ
率

が
上
昇
し
始
め
た
ら
、
増
税
や
歳
出
削
減

に
ょ
っ
て
対
応
す
る
、
そ
の
ル
ー
ル
を
あ

ら
か
じ
め
決
め
て
お
け
ば
い
い
」
と
す
る
。

高
圧
経
済
が
、
大
規
模
か
つ
継
続
的
な

財
政
出
動
に
ょ
り
人
々
の
期
待
を
転
換
さ

せ
、
あ
く
ま
で
「
民
問
主
導
」
で
経
済
回

復
の
シ
ナ
リ
オ
を
描
く
の
に
対
し
、

M
M
T
は
イ
ン
フ
レ
が
生
じ
な
い
限
り
財

政
出
動
を
継
続
さ
せ
る
べ
き
だ
と
、
「
政

府
主
導
」
の
経
済
運
営
を
主
張
す
る
点
が

異
な
っ
て
い
る
。

米
国
で
は
、
格
差
是
正
や
社
会
保
障
の

拡
大
を
求
め
る
民
主
党
左
派
が
M
M
T
を

支
持
し
、
わ
が
国
で
は
、
公
共
事
業
の
拡

大
を
唱
え
る
一
部
の
政
治
家
や
べ
ー
シ
ッ

ク
ィ
ン
カ
ム
論
者
な
ど
か
ら
、
財
政
赤
字

を
気
に
す
る
こ
と
な
く
歳
出
を
拡
大
し
て

コ
ロ
ナ
対
応
や
デ
フ
レ
経
済
脱
却
の
た
め

の
経
済
対
策
を
行
う
こ
と
を
正
当
化
す
る

文
脈
で
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
が

矢
野
次
官
の
バ
ラ
マ
キ
批
判
を
「
古
い
見

4
、
M
M
T
の
三
つ
の
論
点

財
政
の
新
た
な
見
解
 
M
M
T
に
つ
い

て
①
財
政
の
ワ
イ
ズ
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
②

財
政
拡
大
に
伴
う
イ
ン
フ
レ
(
懸
念
)
③

国
家
^
通
貨
^
の
^
認
・
信
^
ー
と
い
う

三
つ
の
視
点
か
ら
吟
味
し
て
み
た
い
。

第
一
は
、
財
政
の
ワ
イ
ズ
ス
ペ
ン
デ
ィ

ン
グ
と
い
う
論
点
で
あ
る
。

M
M
T
は
「
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
限

り
、
そ
れ
を
埋
め
合
わ
せ
る
財
政
を
追
加

支
出
す
べ
き
」
と
主
張
す
る
が
、
そ
れ
で

は
「
ワ
イ
ズ
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
は
機
能

せ
ず
、
非
効
率
な
政
府
支
出
や
政
府
投
資

に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

昨
年
暮
れ
「
玲
力
月
予
算
」
と
し
て
編

成
さ
れ
た
幻
(
令
和
3
)
年
度
補
正
予
算
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と
記
(
令
和
4
)
年
度
当
初
予
算
案
は
合

わ
せ
て
1
4
3
兆
円
と
過
去
最
高
を
記
録

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
基
金
の
積
み
増
し
や
国

き
ょ
う
じ
ん

土
強
靱
化
と
銘
打
っ
た
、
効
果
の
不
明

な
公
的
事
業
を
潜
り
込
ま
せ
た
、
規
模
あ

り
き
の
予
算
と
な
っ
た
。

過
去
に
似
た
よ
う
な
実
例
が
あ
る
。
そ

れ
は
卯
年
代
の
わ
が
国
の
財
政
政
策
で
あ

る
。
バ
ブ
ル
崩
壊
後
カ
ン
フ
ル
剤
と
し

て
の
ケ
イ
ン
ズ
政
策
と
し
て
数
次
に
わ
た

る
減
税
と
公
共
事
業
追
加
に
ょ
り
総
額

1
2
0
兆
円
の
拡
張
的
財
政
政
策
が
実
行

さ
れ
た
が
、
わ
が
国
経
済
を
デ
フ
レ
か
ら

脱
却
さ
せ
る
こ
と
す
ら
で
き
な
か
っ
た
。

不
況
対
策
と
し
て
継
続
的
に
行
わ
れ
た
公

共
投
資
は
、
都
市
部
か
ら
地
方
へ
、
あ
る

い
は
産
業
基
盤
か
ら
農
業
へ
と
シ
フ
ト
し
、

所
得
再
分
配
的
な
も
の
に
変
わ
っ
て
い
き
、

需
要
創
出
効
果
や
投
資
乗
数
は
大
き
く
減

小
ノ
し
て
い
っ
た
。

そ
の
結
果
、
民
間
の
投
資
を
呼
び
込
ん

で
地
域
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
と
い
う

供
給
面
の
効
果
は
見
ら
れ
ず
、
わ
が
国
の

潜
在
成
長
力
の
弱
体
化
に
つ
な
が
っ
た
。

投
資
さ
れ
た
が
有
効
活
用
さ
れ
ず
、
維
持

費
だ
け
が
か
さ
む
道
路
や
空
港
施
設
な
ど

き
モ
ん

の
国
家
資
産
の
価
値
は
大
き
く
穀
損
し
て

お
り
、
 
M
M
T
の
主
張
す
る
「
国
の
借
金

は
国
民
の
資
産
」
と
は
い
ぇ
な
く
な
っ
て

5
、
カ
ギ
は
国
家
へ
の
信
頼

最
後
の
論
点
は
、
国
家
へ
の
信
頼
と
い

う
観
点
だ
。
 
M
M
T
論
者
は
「
通
貨
主
権

の
あ
る
限
り
、
国
債
を
発
行
し
て
も
イ
ン

フ
レ
は
生
じ
な
い
」
と
い
う
が
、
制
限
な

く
国
債
発
行
(
財
政
赤
字
)
を
続
け
れ
ぱ
、

国
債
の
買
い
手
は
ど
こ
に
も
い
な
く
な
る
。

そ
う
な
れ
ぱ
、
国
家
や
^
貨
に
対
す
る
^

繋
失
わ
れ
、
通
貨
主
権
そ
の
も
の
が
失

わ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
 
M
M
T
論
者
は
「
わ
が

国
で
は
、
こ
れ
ま
で
巨
額
の
国
債
を
発
行

し
て
き
た
が
金
利
は
上
昇
し
な
い
で
は
な

い
か
、
流
動
性
の
わ
な
に
陥
り
金
融
政
策

が
機
能
し
な
い
中
、
い
ま
だ
デ
フ
レ
脱
却

に
も
が
く
現
状
を
脱
却
す
る
た
め
残
さ
れ

た
政
策
手
段
は
財
政
拡
大
策
し
か
な
い
」

と
反
論
す
る
。

し
か
し
わ
が
国
の
金
利
が
上
昇
し
な
い

最
大
の
原
因
は
、
日
銀
が
増
発
さ
れ
た
国

債
を
買
い
上
げ
る
政
策
を
と
っ
て
き
た
結

果
で
あ
る
。
す
で
に
日
銀
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

を
支
え
て
き
た
巨
額
の
経
常
黒
字
や
国
内

貯
蓄
に
つ
い
て
は
変
化
が
見
ら
れ
る
。
貿

易
収
支
は
し
ぱ
し
ぱ
赤
字
に
な
り
、
所
得

い
る
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
大
き
な
問
題
が
あ
る
。
そ
れ

は
、
財
政
赤
字
の
拡
大
国
債
の
増
発
が

中
長
期
的
に
民
間
の
資
本
蓄
積
を
阻
害
し

て
長
期
的
な
経
済
成
長
率
を
引
き
下
げ
る

こ
と
で
あ
る
。
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
下
で

民
間
に
で
き
る
こ
と
は
民
間
に
任
せ
、
「
市

場
の
失
敗
」
と
な
り
が
ち
な
分
野
に
は
国

が
対
応
す
る
と
い
う
役
割
分
担
が
な
く
な

り
、
何
で
も
か
ん
で
も
「
国
が
」
と
な
れ

ぱ
、
経
済
の
効
率
性
や
民
間
活
力
は
失
わ

れ
て
し
ま
う
。

2
点
目
は
イ
ン
フ
レ
の
問
題
で
、
最
大

の
論
点
で
あ
る
。

高
圧
経
済
論
や
M
M
T
は
「
財
政
拡
大

の
唯
一
の
歯
止
め
は
イ
ン
フ
レ
」
と
し
て

る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
一
局
圧
経
済
を

)し実
行
す
る
米
国
で
、
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て

導
入
さ
れ
た
大
規
模
な
財
政
追
加
策
が
悪

性
イ
ン
フ
レ
を
生
じ
さ
せ
始
め
て
い
る
と

い
う
事
実
で
あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
1
次

産
品
の
価
格
上
昇
、
労
働
供
給
不
足
に
ょ

る
賃
金
上
昇
を
引
き
起
こ
し
、
足
元
で
は

フ
%
前
後
の
消
費
者
物
価
指
数
(
C
P
1
)

上
昇
を
記
録
し
、
 
F
R
B
の
利
上
げ
の
前

倒
し
や
資
産
の
圧
縮
論
に
つ
な
が
り
、
米

国
経
済
の
不
安
定
性
を
招
く
要
因
と
な
っ

て
い
る

M
M
T
論
者
の
ケ
ル
ト
ン
氏
は
「
イ
ン

フ
レ
率
が
上
昇
し
始
め
た
ら
、
増
税
や
歳

出
削
減
に
ょ
り
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
の
具
体
的
方
法
を
あ
ら
か
じ
め

決
め
て
お
け
ぱ
よ
い
」
と
す
る
。
し
か
し

国
会
や
議
会
で
、
イ
ン
フ
レ
懸
念
が
出
始

め
れ
ば
増
税
や
財
政
緊
縮
を
行
う
と
い
う

こ
と
の
具
体
策
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
る
こ

と
が
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
大
き

な
疑
問
が
あ
る
。
「
増
税
」
は
所
得
税
な

の
か
消
費
税
な
の
か
、
あ
る
い
は
新
税
な

の
か
、
「
歳
出
削
減
」
は
社
会
保
障
か
公

共
事
業
か
、
ど
の
程
度
の
規
模
な
の
か
、

こ
れ
ら
が
国
会
や
議
会
で
あ
ら
か
じ
め
立

法
化
で
き
る
と
は
考
え
難
い
。

も
う
一
つ
重
要
な
こ
と
は
、
政
策
の
タ

イ
ム
ラ
グ
で
あ
る
。
わ
が
国
を
例
に
と
る

と
、
一
局
騰
す
る
士
地
価
格
が
社
会
問
題
化

し
、
対
策
の
必
要
性
が
議
論
さ
れ
始
め
た

の
が
1
9
8
9
年
、
地
価
税
の
導
入
が
能

年
1
月
で
、
こ
の
間
3
年
が
経
過
し
て
い

る
。
地
価
税
が
発
動
さ
れ
た
兜
年
に
は
既

に
バ
ブ
ル
が
崩
壊
し
地
価
は
下
が
り
始
め

て
お
り
、
地
価
税
の
対
象
と
な
っ
た
百
貨

店
や
ホ
テ
ル
な
ど
の
経
営
を
さ
ら
に
苦
し

め
る
結
果
と
な
っ
た
。

イ
ン
フ
レ
は
一
度
生
じ
れ
ぱ
一
気
に
加

速
す
る
。
「
イ
ン
フ
レ
の
兆
し
が
見
え
始

め
た
ら
対
策
を
と
れ
ぱ
よ
い
」
と
い
う
の

で
は
間
に
合
わ
な
い
。
わ
が
国
の
M
M
T

論
者
で
こ
の
点
(
イ
ン
フ
レ
が
生
じ
九
場

合
の
歯
止
め
)
に
触
れ
て
い
る
者
は
皆
無

で
あ
る
。
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M
M
T
の
ホ
ッ
ト
ゾ
ー
ン

自
国
通
貨
を
発
行
で
き
る
政
府
は
財
政

赤
字
を
拡
大
し
て
も
債
務
不
履
行
(
デ
フ

オ
ル
ト
^
に
陥
る
こ
と
は
な
い
ー
。
現
代

貨
幣
理
論
(
M
M
T
)
の
骨
子
の
一
つ
で

あ
る
。
一
時
、
発
祥
地
米
国
で
も
話
題
に

な
っ
た
が
、
今
や
、
明
ら
か
に
議
論
は
下

火
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
同
理
論
を
め
ぐ
る
世
界
有

数
の
ホ
ッ
ト
ゾ
ー
ン
が
わ
が
国
に
あ
る
。

東
京
・
永
田
町
だ
。
こ
の
一
角
だ
け
は
気

温
が
上
昇
し
続
け
て
い
る
。
熱
気
の
中
心

部
に
あ
る
の
が
自
民
党
の
財
政
政
策
検
討

本
部
(
本
部
長
・
西
田
昌
司
参
議
院
議
員
)

で
あ
る
。
最
高
顧
問
に
安
倍
晋
三
元
首
相

を
担
い
で
い
る
。

同
本
部
の
メ
ン
バ
ー
が
同
党
財
務
金
融

部
会
で
個
人
向
け
国
債
に
関
す
る
銀
行
側

の
説
明
を
問
題
視
し
た
「
日
本
国
政
府

の
信
用
状
況
の
悪
化
等
に
ょ
り
、
一
兀
本
や

利
子
の
支
払
い
が
滞
っ
た
り
、
支
払
い
不

能
が
生
じ
た
り
す
る
り
ス
ク
が
あ
る
」
と

い
う
表
記
に
つ
い
て
、
財
務
省
が
財
政
健

あ
お

全
化
を
唱
え
て
り
ス
ク
を
煽
る
か
ら
、
銀

~
丁
も
り
ス
ク
が
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
、
と
。

市
場
関
係
者
か
ら
す
る
と
、
「
ち
ゃ
ぶ

台
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
よ
う
な
話
」
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
国
債
は
あ
ら
ゆ
る
債
券

の
中
で
最
も
信
用
力
が
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
。
だ
が
、
り
ス
ク
は
ゼ
ロ
で
な
い
。
も

し
、
り
ス
ク
ゼ
ロ
を
前
提
に
す
る
な
ら
ぱ

国
債
の
金
利
は
ホ
久
動
し
な
い
だ
ろ
う
。
と

こ
ろ
が
、
り
ス
ク
が
あ
る
と
い
う
表
記
が

ケ
シ
カ
ラ
ン
と
い
う
。
そ
の
よ
う
な
主
張

が
正
当
化
さ
れ
た
ら
、
小
ノ
な
く
と
も
、
わ

が
国
で
は
商
品
説
明
ど
こ
ろ
か
、
金
融
論

や
財
政
論
な
ど
の
教
科
晝
学
術
論
文
ま

で
訂
正
、
修
正
を
加
え
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

く
な
る
。
い
や
は
や
、
で
あ
る
。
米
国
系

銀
行
の
幹
部
ら
は
こ
の
議
論
を
耳
に
し
て

か
し

「
乏
工
悪
」
と
首
を
傾
げ
て
、
大
笑
い
し

て
い
る

「
自
国
通
貨
を
発
行
で
き
る
政
府
は
財

政
赤
字
を
拡
大
し
て
も
債
務
不
履
行
に
な

ら
な
い
」
と
い
う
理
屈
は
一
見
す
る
と
、

そ
、
つ
か
も
し
れ
な
い
と
思
え
て
く
る
。
し

か
し
、
通
貨
価
値
と
い
、
つ
、
と
て
も
大
事

な
点
が
抜
け
て
い
る
。

簡
単
に
言
え
ぱ
、
円
相
場
で
あ
る
。
も

し
、
債
務
不
履
行
に
な
ら
な
い
と
い
う
理

由
で
財
政
赤
字
を
膨
大
化
1
既
に
そ
う
な

つ
て
い
る
が
ー
す
る
と
、
い
ず
れ
は
円
の

対
外
価
値
は
下
落
す
る
だ
ろ
う
。
円
安
で

あ
る
。
そ
の
事
態
が
進
行
す
れ
ぱ
、
輸
入

物
価
は
上
昇
し
て
コ
ス
ト
プ
ッ
シ
ユ
イ
ン

フ
レ
が
招
来
ざ
れ
る
に
違
い
な
い
。
そ
こ

で
イ
ン
フ
レ
退
治
の
た
め
に
金
融
政
策
を

引
き
締
め
る
と
、
国
家
財
政
の
金
利
負
担

は
増
大
し
始
め
る
。
円
は
さ
ら
に
売
ら
れ

か
ね
な
い
。
こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
回
避
し

た
い
の
な
ら
ぱ
、
経
済
鎖
国
で
も
す
る
し

か
な
い
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
自
国
通
貨

を
世
界
の
基
軸
通
貨
に
す
る
か
だ
が
、
残

念
な
が
ら
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
荒
唐
無
稽

で
あ
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
民
党
、
さ

ら
に
は
野
党
の
中
に
、
 
M
M
T
福
奉
す

る
議
員
た
ち
が
熱
を
上
げ
続
け
て
い
る
。

そ
の
一
端
が
個
人
向
け
国
債
を
め
ぐ
る
出

ま
ん
え
ん

来
事
で
あ
る
。
こ
ん
な
状
況
が
蔓
延
し
た

ら
、
そ
の
う
ち
、
国
債
の
チ
ラ
シ
も
経
済

学
の
教
科
書
も
み
ん
な
焼
き
捨
て
な
け
れ

ぱ
な
ら
な
く
な
る
。
現
代
貨
幣
理
論
に
基

ふ
ん
し
ょ

づ
く
現
代
「
焚
書
の
令
」
で
あ
る
。

M
M
T
は
経
済
学
の
一
つ
の
理
剪
が
、

小
ノ
な
く
と
も
、
わ
が
国
の
こ
の
よ
う
な
事

態
を
側
聞
す
る
に
つ
け
、
「
も
っ
と
も
ら

し
い
(
M
)
が
、
も
っ
て
の
ほ
か
(
M
)

の
と
ん
で
も
な
い
(
T
)
話
L
 
の
略
語
の

よ
う
に
思
え
て
く
る
。
困
っ
た
も
の
で
あ

る
0

躋
仙

収
支
の
黒
字
で
な
ん
と
か
経
常
収
支
は
黒

字
に
な
っ
て
い
る
状
況
だ
。
今
後
経
常
収

支
が
赤
字
に
な
り
、
さ
ら
に
団
塊
世
代
が

全
員
後
期
高
齢
者
に
な
る
2
0
2
5
年
に

個
人
貯
蓄
の
取
り
崩
し
を
始
め
れ
ぱ
、
日

銀
の
国
債
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
堺
を
迎
え

る
。

財
務
省
の
試
算
で
は
、
国
債
残
高
が

1
0
0
0
兆
円
を
超
え
る
状
況
で
金
利
が

2
%
に
な
れ
ぱ
、
 
3
年
後
に
国
債
費
は

フ
・
5
兆
円
増
加
す
る
の
で
追
加
的
な
国

債
発
行
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
が
、
そ
れ
が

さ
ら
な
る
国
債
金
利
の
上
昇
に
つ
な
が
る
。

ま
た
最
近
で
は
短
期
国
債
へ
の
依
存
度
が

急
速
に
高
ま
っ
て
お
り
、
金
利
変
動
り
ス

ぜ
い
し
ゃ
く

ク
へ
の
耐
性
は
脆
弱
だ
。

こ
の
よ
う
に
放
漫
財
政
を
継
続
す
る
こ

と
は
、
国
家
の
よ
っ
て
立
つ
信
認
を
失
わ

せ
、
国
家
が
破
綻
す
る
か
ど
う
か
は
別
と

し
て
、
制
御
し
き
れ
な
い
イ
ン
フ
レ
を
も

た
ら
す
懸
念
、
可
能
性
が
高
い
。
米
国
で

は
す
で
に
そ
の
兆
候
が
出
始
め
て
い
る
。

岸
田
首
相
の
唱
え
る
「
新
し
い
資
本
主

義
」
は
、
国
民
の
将
来
不
安
を
軽
減
さ
せ

る
よ
う
な
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
、
負
担
と
受

益
の
問
題
の
原
点
に
戻
っ
て
議
論
し
、
若

者
が
安
心
し
て
世
帯
を
持
ち
、
子
育
て
の

で
き
る
社
会
の
建
設
を
目
指
す
こ
と
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
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